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定 期  火  山  情  報  

第 ６ 号  

                                      平 成 1 3 年 ６ 月 1 1 日 1 0 時 0 0 分  

                        雲 仙 岳 測 候 所 発 表             

火 山 名 ： 雲 仙 岳  

１  概 況  
５ 月 の 雲 仙 岳 の 火 山 活 動 は 、 火 山 性 地 震 が 前 月 ( 1 7回 )よ り 減 少 し 、 全 般 的

に 落 ち 着 い た 状 態 が 続 き ま し た 。  

平 成 新 山 （ 溶 岩 ド ー ム ） の 現 地 観 測 で も 溶 岩 ド ー ム の 噴 気 地 帯 の 状 況 や 形

状 に は 、 ほ と ん ど 変 化 は 見 ら れ ま せ ん で し た 。  

ま た 、 落 石 震 動 も 観 測 さ れ ま せ ん で し た 。  

噴 煙 も 少 な い 状 態 で 、 表 面 活 動 に ほ と ん ど 変 化 は 見 ら れ ま せ ん で し た 。  

ま た 、 光 波 測 量 の 結 果 に も 大 き な 変 化 は 見 ら れ ま せ ん で し た 。  

６ 月 に 入 っ て か ら も 、 火 山 活 動 は 落 ち 着 い た 状 態 で す 。  

 

２  震 動 観 測  
５ 月 の 火 山 性 地 震 、 火 山 性 微 動 、 火 砕 流 と 思 わ れ る 震 動 波 形 及 び 落 石 震 動

の 発 生 回 数 は 第 １ 表 の と お り で す 。  

 

第 １ 表  ５ 月 の 火 山 性 地 震 、 火 山 性 微 動 、 火 砕 流 と 思 わ れ る 震 動 波 形 、  

  及 び 落 石 震 動 の 旬 別 回 数  

                     （ カ ッ コ 内 は 、 前 月 の 回 数 ）  

火 山 性 地 震  火 山 性 微 動   

 Ａ 点   Ｅ 点   Ａ 点   Ｅ 点  

 

火 砕 流 波 形  

 

落 石 震 動  

 上 旬  1  1  0  0  0  0  

 中 旬  1  2  0  0  0  0  

 下 旬  3  4  0  0  0  0  

月 合 計   5 ( 1 7 )  7 ( 2 1 )  0 ( 2 )  0 ( 4 )  0 ( 0 )  0 ( 0 )  

＊ Ａ 点 (矢 岳 ： 普 賢 岳 の 南 西 3 . 6㎞ )   Ｅ 点 (薊 谷 ： 普 賢 岳 の 南 西 0 . 5㎞ )  

 

( 1 )  火 山 性 地 震  
５ 月 の 火 山 性 地 震 は Ａ 点 で 5回 観 測 し ま し た 。 こ れ は 、 橘 湾 を 震 源 と す

る 比 較 的 深 い 地 震 （ Ａ 型 地 震 ） が 1回 、 平 成 新 山 の 直 下 を 震 源 と す る 比 較

的 浅 い 地 震 （ Ｂ 型 地 震 ） が 4回 で し た 。 山 体 に 最 も 近 い Ｅ 点 で は 7回 観 測 し

ま し た 。 有 感 地 震 の 発 生 は あ り ま せ ん で し た 。  

６ 月 に 入 っ て か ら は 、 1 0日 ま で に 火 山 性 地 震 を ２ 回 観 測 し て い ま す 。  

 

( 2 )  火 山 性 微 動  

５ 月 は 、 火 山 性 微 動 は 観 測 さ れ ま せ ん で し た 。  

６ 月 に 入 っ て か ら は 、 1 0日 ま で に 火 山 性 微 動 は 観 測 し て い ま せ ん 。  

 

( 3 )  落 石 震 動  
５ 月 は 、 落 石 震 動 は 観 測 さ れ ま せ ん で し た 。  

６ 月 に 入 っ て か ら は 、 1 0日 ま で に 落 石 震 動 を １ 回 観 測 し て い ま す 。  
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図１ 溶岩ドームの地中温度観測結果 

（2 0 0 1 年５月 2 5 日 平成新山現地観測図） 

上段 今回の測定結果 

下段 前回の測定温度 

   (2001.3.21) 

３  遠 望 観 測   
遠 望 カ メ ラ に よ る 観 測  

５ 月 の 遠 望 観 測 に よ る 噴 煙 は 、 す べ て 白 色 少 量 の 状 態 で 経 過 し ま し た 。  

な お 噴 煙 の 最 高 高 度 は 5 0ｍ で し た 。  

６ 月 に 入 っ て か ら も 、 1 0日 ま で に 噴 煙 量 等 に 特 に 変 化 は あ り ま せ ん 。     

   

４  現 地 観 測  
ド ー ム 観 測  

 溶 岩 ド ー ム （ 平 成 新 山 ） の 現 地 観 測 を 、 ５ 月 2 5日 に 実 施 し ま し た 。  

恐 竜 の 背 中 状 溶 岩 塊 の 形 状 及 び 観 測 地 点 の 噴 気 量 、 臭 気 、 温 度 の 観 測 値 は 前

回 （ ３ 月 ） と 比 べ て 特 に 大 き な 変 化 は あ り ま せ ん で し た 。  

な お 、 溶 岩 ド ー ム の 最 も 高 か っ た 場 所 で の 温 度 は 4 0 1度 あ り 、 依 然 高 温 を 保

っ て い ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 中 田 節 也  ( 1 9 9 5 ) を 加 筆 修 正 ）  

 

５  地 殻 変 形 観 測  
( 1 )  傾 斜 計 に よ る 観 測 結 果  

５ 月 は 、 傾 斜 変 動 は 観 測 さ れ ま せ ん で し た 。  

６ 月 に 入 っ て も 1 0日 ま で に 、 傾 斜 変 動 は 観 測 さ れ て い ま せ ん 。  

 

( 2 )  光 波 測 量 観 測 結 果  

気 象 庁 と 経 済 産 業 省 産 業 技 術 総 合 研 究 所 地 質 調 査 所 で 行 っ て い る 光 波 測

量 に よ る と 、 普 賢 岳 山 体 に つ け た 反 射 鏡 と の 斜 距 離 は 、 ４ 月 と ほ と ん ど 変

化 は あ り ま せ ん で し た 。  

ま た 、 九 州 大 学 と の 共 同 観 測 に よ る 、 平 成 新 山 東 側 に 設 置 し て い る 反 射

鏡 （ Ｄ ２ ） と 仁 田 峠 第 ２ 展 望 所 観 測 定 点 （ Ｔ ６ ） と の 斜 距 離 の 観 測 結 果 に

も ほ と ん ど 変 化 あ り ま せ ん で し た 。  

 

６  そ の 他  
九 州 北 部 地 方 は ６ 月 ５ 日 頃 梅 雨 入 り し た と み ら れ ま す の で 、 大 雨 に 伴 う 土

石 流 、 落 石 等 の 発 生 に 注 意 し て く だ さ い 。  


